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平成２４年度 平成２３年度 比　　較

7,925百万円 8,126百万円 △ 2０1百万円

平成２４年度 平成２３年度 比　　較

172,159百万円 173,239百万円 △ 1,080百万円

・市債残高は、平成２１年以降、３年連続で減少

・財政調整のための基金残高は、４年ぶりに減少

平成24年度　一般会計当初予算成立
当初予算額　１千１百６拾１億３千８百万円

施策の優先度の評価や財政プランの検証を通じ、予算の配

分を行うとともに、スクラップ＆ビルド（事業のなかでの必要の

無いものを検査し廃止し、新たに制度を作る）の徹底と更なる

経費節減を念頭においた予選編成となっています。

今回、小中学校の耐震化を図るための改築や浪岡地区合併

特例債事業の本格化に伴い、青森市と浪岡町合併後の最大の

予算規模になりました。

〈主な取組み〉
１. 市民の命を守る優先的・緊急的な取組み

  ① 庁舎等耐震対策事業

小柳小学校・金沢小学校・横内小学校・筒井中学校・東

中学校の耐震化等改築事業

  ② 原子力災害対策プランの検討（仮称）

  ③ 新城分署・浪岡消防署建設事業

  ④ 危機管理課の設置

２. 再生可能エネルギー・資源リサイクル対策の推進

  ① 新・省エネルギー設備導入推進事業

  ② クリーンエネルギー自動車普及促進事業（電気自動車導入）

  ③ 環境省への職員派遣

３. 自治基本条例及び子どもの権利条約の制定について

４.子どもの医療費助成事業の拡充

小学生の入院に係る医療費助成を今年７月診療分から実施

５. 住宅リフォーム助成事業の実施

  ① 元気都市あおもり住宅リフォーム助成事業

  ② 住宅リフォーム促進支援事業

  ③ 民間建築物耐震診断・普及啓発事業







平成２４年度 予算編成の基本的な考え方

普通建設事業費
10,307
8.9％

義務的
57.6％

扶助費
36,259
31.2％

人件費
11,808
11.9％

公債費
16,817
14.5％

投資的
8.9％

物件費
13,301
11.5％

その他
12,252
10.5％

その他
33.5％

補助費等
13,394
11.5％

普通建設事業費
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8.9％

義務的
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扶助費
36,259
31.2％

人件費
11,808
11.9％

公債費
16,817
14.5％

投資的
8.9％

物件費
13,301
11.5％

災害復旧費　
0　　0.0％

その他
12,252
10.5％

その他
33.5％

補助費等
13,394
11.5％

歳　出
（性質別）

単位：百万円

市税
34,279
29.5％自主

財源
38.2％

依存
財源
61.8％

地方交付税
28,677
24.7％

国・県支出金
28,113
24.2％

市債
10,433
9.0％

市税
34,279
29.5％自主

財源
38.2％

依存
財源
61.8％

地方交付税
28,677
24.7％ その他自主財源

6,603
5.7％

諸収入
3,429
3.0％

国・県支出金
28,113
24.2％

その他依存財源　　
4,604　4.0％

市債
10,433
9.0％

歳　入 単位：百万円
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☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆

社民党・市民の会控室　藤田 まこと

TEL:017-734-5692　FAX:017-722-8902

平
成
24
年
第
一
回
定
例
会
は
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
主
な
質
問
と
し
て
い
ま
す
。

雪
対
策
に
つ
い
て

①
除
排
雪
費
の
契
約
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

（
出
動
回
数
に
応
じ
た
出
来
高
に
す
べ
き

　

で
は
）

②
除
排
雪
作
業
の
方
法
に
つ
い
て

③
除
排
雪
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

④
除
排
雪
重
機
の
効
率
的
稼
働
に
つ
い
て

⑤
市
が
直
接
、
除
排
雪
が
で
き
る
体
制
に
つ

　

い
て

⑥
財
政
問
題
に
つ
い
て

　

（
市
民
に
と
っ
て
、
除
排
雪
に
必
要
な
経
費

　

に
つ
い
て
財
政
上
の
縛
り
を
し
て
い
な
い
か
）

答
弁　

青
森
市
の
除
排
雪
の
契
約
期
間
１１
月

１
日
～
３
月
３１
日
ま
で
で
、
契
約
方
法
は
大

き
く
分
け
て
２
通
り
あ
り
ま
す
。

①
シ
ー
ズ
ン
契
約
方
式

主
の
一
般
家
庭
の
道
路
、
生
活
路
線
と
言

わ
れ
る
路
線
で
、
業
者
の
自
主
的
判
断
で
出

動
す
る
方
式
で
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

累
計
積
雪
量
４００
㎝
～

６００
㎝
で
あ
れ
ば
、
契

約
額
の
変
更
は
な
く
、
４００
㎝
以
下
だ
と
減
額
、

６００
㎝
以
上
だ
と
増
額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
方
式
は
業
者
に
と
っ
て
一
定
の
収
入

が
あ
り
安
定
し
た
収
入
が
見
込
め
、
必
要
な

車
両
の
調
達
や
冬
期
間
の
安
定
雇
用
が
可
能

で
平
成
８
年
よ
り
徐
々
に
増
や
し
て
、
現
在
、

幹
線
、
補
助
幹
線
の
一
部
を
除
き
、
全
工
区

で
実
施
し
て
い
る
。

単
価
に
つ
い
て
は
直
近
６
年
間
の
降
雪
量

を
基
に
算
出
し
、
今
年
度
は
県
と
同
様
の
単

価
に
増
額
見
直
し
を
行
っ
た
。

降
っ
て
も
、
降
ら
な
く
て
も
同
じ
支
払
い

額
の
た
め
、
出
動
回
数
の
多
い
業
者
と
少
な

い
業
者
で
は
不
公
平
感
が
出
て
き
て
い
る
。

②
単
価
契
約
方
式

幹
線
、
補
助
幹
線
が
主
で
、
出
動
し
た
出

来
高
に
応
じ
て
支
払
う
単
価
契
約
（
浪
岡
地

区
は
、
す
べ
て
単
価
契
約
に
よ
る
契
約
方
法
）

今
後
、
青
森
市
で
は
除
排
雪
に
つ
い
て
抜

本
的
に
見
直
し
を
検
討
す
る
。

除
排
雪
制
度
の
内
、
今
冬
の
ス
ク
ラ
ム
排

雪
は
こ
の
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
、
町
会
も

費
用
の
一
部
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

地
域
性
の
高
い
市
民
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・

運
営
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
地
域
の
町
会
で

組
織
す
る
「
管
理
運
営
協
議
会
」
に
非
公
募

で
お
願
い
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
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一
つ
に
は
、
地
域
住
民
相
互
の
交
流
、

生
涯
学
習
の
充
実
及
び
地
域
福
祉
の
増
進
等

を
促
進
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
こ
と
、
二

つ
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
と
の
密
接
な
関

係
の
も
と
に
運
営
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、

三
つ
に
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
維
持
運
営
に

関
し
て
は
、
地
域
住
民
と
の
連
携
・
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
セ
ン

タ
ー
１０
館
に
つ
い
て
は
公
募
に
よ
ら
ず
、
地

元
住
民
団
体
で
組
織
さ
れ
て
い
る
管
理
運
営

協
議
会
に
管
理
運
営
を
委
ね
て
き
た
。

市
民
セ
ン
タ
ー
１０
館
の
う
ち
７
館
に
つ
い

て
は
、
平
成
２４
年
度
を
も
っ
て
５
年
間
の
協

定
期
間
が
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

災
害
時
要
援
護
者
避
難
対
策
と

福
祉
避
難
場
所
に
つ
い
て

答
弁　

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
が
十
分

に
機
能
し
な
か
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
、
現
在
、

本
年
３
月
末
を
目
途
と
し
て
、
地
域
の
関
係

者
や
障
害
者
・
難
病
患
者
の
各
団
体
の
代
表

の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
要
援
護

者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
取
組

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

視
覚
障
害
者
・
聴
覚
障
害
者
・

知
的
障
害
者
・
肢
体
不
自
由

者
・
病
弱
者
・
身
体
虚
弱
者

等
の
障
害
者
毎
の
避
難
場

所
の
確
保
に
つ
い
て

一
般
の
避
難
所
で
の
福
祉

避
難
所
的
機
能
の
整
備
や
、

民
間
の
社
会
福
祉
施
設
等
と

の
協
定
の
締
結
な
ど
福
祉
避

難
所
の
確
保
に
向
け
、
現
在

そ
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

▼
ス
ク
ラ
ム
排
雪
と
は
、
町
会
か
ら
の
申
し

出
に
よ
り
、
市
民
雪
寄
せ
場
の
排
雪
を
行

う
も
の
で
、
市
・
町
会
が
お
金
を
出
し
合

い
排
雪
を
行
う
制
度
で
、
ス
ク
ラ
ム
排
雪

が
実
施
さ
れ
た
の
は
平
成
１８
年
か
ら
で
、

そ
れ
以
前
は
市
民
雪
寄
せ
場
の
排
雪
は
町

会
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
排
雪
が
さ
れ
て

い
た
。

質
問
項
目

＊
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

＊
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
（
原
子
力
災
害

　

対
策
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
）

＊
青
森
市
役
所
庁
舎
建
て
直
し
に
つ
い
て

＊
青
森
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

＊
雪
対
策
に
つ
い
て

＊
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

＊
紙
の
削
減
に
つ
い
て

＊
災
害
時
要
援
護
者
避
難
対
策
に
つ
い
て

＊
福
祉
避
難
場
所
に
つ
い
て

青
森
市
役
所
庁
舎
建
て
直
し
に
つ
い
て

本
庁
舎
の
応
急
補
強
工
事
を
し
た
が
、
現

在
の
安
全
性
は
ど
う
な
の
か
？

答
弁　

平
成
２２
年
度
の
耐
震
診
断
の
結
果
、

第
一
・
第
二
庁
舎
棟
、
急
病
セ
ン
タ
ー
棟
の

ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
倒
壊
ま
た
は
崩
壊

す
る
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
、
ペ
ン
ト
ハ
ウ

ス
に
つ
い
て
は
撤
去
し
た
。

平
成
２３
年
１１
月
に
応
急
補
強
工
事
を
し

て
、
そ
れ
ま
で
の
危
険
性
が
「
高
い
」
か
ら

危
険
性
が
「
あ
る
」
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、

あ
く
ま
で
も
緊
急
的
・
応
急
的
な
工
事
で
大

地
震
時
に
は
危
険
な
状
況
に
あ
る
事
に
は
変

わ
り
が
な
い
。
市
と
し
て
早
急
な
対
応
が
必

要
で
平
成
３０
年
度
を
目
標
に
、
可
能
な
限
り

前
倒
し
で
き
る
よ
う
庁
舎
整
備
の
基
本
方
針

を
決
定
し
た
い
。

庁
舎
整
備
に
あ
た
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
さ
せ
な
い
た
め
に
耐
震
補
強
で
使
用

で
き
る
施
設
は
使
っ
て
い
く
方
針
で
検
討
す

る
。（
耐
震
基
準
・
震
度
６
弱
～
７
）
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